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Microcomputer Language (I) 2 units (selection)

Takashi Shimamoto · Professor / Intelligent Networks and Computer Sciences, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 本講義ではマイクロコンピュータ回路を動かすプログラムのプログラミ
ング技術の習得を目指す．

Outline〉 マイクロコンピュータを動作させるプログラムを作成する際に使用さ
れるアセンブリ言語とそれを用いたプログラム作成法について講義する．講
義以外に実習を行い，そのプログラミング技術の習得を目指す．

Keyword〉 microcomputer, assembly language, Z80, プログラム書法
Fundamental Lecture〉 “Digital Circuits”(1.0), “Electronic Circuits”(0.5), “In-

troduction to Computer 2”(1.0)

Relational Lecture〉 “Microcomputer Language (II)”(1.0)

Requirement〉 マイクロコンピュータ回路を必ず受講しておくこと．
Notice〉 「マイクロコンピュータ回路」，「マイクロコンピュータ言語 1」は今後
のマイクロコンピュータ工学関係の科目 (マイクロコンピュータ言語 2，マイ
クロコンピュータ応用)を受講するために必要となるで，必ず受講しておくこ
と．欠席をするとそれ以降の内容が理解不能となる可能性が高いので，欠席
しないこと．

Goal〉
1.マイクロコンピュータでのプログラムの実行過程を説明できる
2.アセンブリ言語で演算処理を記述できる
3.アセンブリ言語で条件分岐処理を記述できる
4.サブルーチンを用いてプログラムを記述できる．

Schedule〉
1.マイクロコンピュータの内部構造
2.プログラムの実行過程
3.機械語とアセンブリ言語
4.レジスタ間データ転送命令
5.メモリとのデータ転送命令
6.アセンブリ言語プログラムの開発法
7.加算命令
8.減算・乗除算命令
9.論理演算命令

10. I/Oデバイスとのデータ転送命令
11.フラグと分岐命令
12.条件分岐処理プログラミング技法

13.繰り返し処理プログラミング技法
14.サブルーチンを用いたプログラミング技法
15.定期試験

Evaluation Criteria〉 定期試験 60%と平常点 (演習問題に対する解答など)40%で
評価し，全体で 60%以上を合格とする．

Textbook〉 自作の講義ノートを使って講義する．
Reference〉 第一回目の講義時に紹介
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216412
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Shimamoto (E棟 3階南 D-5, +81-88-656-7483, simamoto@ee.tokushima-

u.ac.jp) Mail (Office Hour: 年度毎に学科の掲示，あるいは居室前の掲示を
参照すること)
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